
はじめに

　この本を手にとっていただいた読者の皆さんは、土木職や建築職が多
く在籍する職場で活躍する技術職の公務員ではないかと思います。本書
では、そのような公務員の皆さんを「技術系公務員」と呼ぶことにしまし
た。
　技術系公務員は、若手の頃から住民や事業者等と接し、用地取得や補
償に関わる交渉を経験します。また、新技術や情報化、さらには非常時
の災害にも即座に対応することが求められます。
　日々の仕事を進める中では、大きなやりがいを感じる一方で、同じく
らい大きなプレッシャーを感じることもあるでしょう。
　また、技術の多様化、ベテラン技術職の大量退職、度重なる人事異動
等により、今後の職場環境や人財育成に不安を感じることもあるのでは
ないでしょうか。

　「高度な技術力が必要な業務だから、プロポーザル方式で発注しよう」
　「技術職の部長が３人も退職するけど、来年の人事はどうなるのかな」
　「２年で異動することになったけど、まだこの課に残りたかった」

　私がこれまでに経験してきた職場でも、よくこんな声を耳にしていま
した。
　そこで本書は、技術系公務員の仕事について、どのような経験を積む
ことを意識し、どのような姿勢で臨んでいくべきなのかをお伝えします。
　その姿勢の根幹となるのは、技術系公務員として組織に貢献し、また
着実にスキルアップしていくための心構え、仕事術や思考法です。
　また、人財や予算が減少していく状況での技術継承や人財育成の問題、
もっと大きな視野に立てば、市民活動や副業を含めたプライベートでの
社会貢献といった、人としてのあり方に興味がある人もいるでしょう。
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　こうした社会的背景を踏まえると、技術系公務員の育成術、メンタル
術やキャリアデザインについても、深く考えていく必要があると感じて
います。
　実際に、全国の技術系公務員の皆さんと交流する中では、さまざまな
職場での実務に根ざした実践やそこから得られた情報が求められていま
す。手探りであってもすでに始まっている実践、具体的な活用に結びつ
くツールや実務ノウハウ、これらの内容についても紹介する機会にでき
ればと思います。

　皆さんが技術系公務員として、数十年間の公務を終えて定年を迎えた
とき、皆さんが住んでいる地域や皆さん自身はどうなっているのでしょ
うか。都市には「都市計画マスタープラン」があるように、皆さんも「自
分自身のマスタープラン」を描きながら、技術系公務員としての明るい
未来を一緒に切り拓いてみませんか。本書は、そのお手伝いができれば
という思いで執筆しました。

　今後も、技術系公務員を取り巻く状況は大きく変化していくでしょう。
こうした新しい変化にも対応できる技術系公務員になるためにどのよう
な視点を身に付けておくべきか、本書にはそのヒントをたくさん盛り込
みました。こうしたヒントは、土木職や建築職ではない技術職にも通ず
る仕事の要諦として、広くお役立ていただけたら幸いです。そして本書
が、技術系公務員の皆さんにとって「座右の書」になれば、これに勝る喜
びはありません。

　令和5年3月
橋本　隆
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03
「安全第一」の
身だしなみで身を守る

労働災害防止の率先垂範は、発注者としての責務

監督職員は身だしなみから

　監督職員としての技術系公務員は、発注者として受注者にお手本を示
さなければ、その役割は務まりません。
　あらゆる危険が潜んでいる工事現場に入る際は、ヘルメットのあごひ
もをきちんとしているか、長袖の作業着を着用しているか、靴は指先に
鉄板の入った安全靴を履いているか、常に気を配り、身を守る必要があ
ります。
　そして、工事現場周辺の市民や事業者からも信頼される、監督職員に
ふさわしい身だしなみを整えてから現場に向かいましょう。

気の緩みが安全管理にも影響する

　忙しくなると、つい中途半端な身だしなみをしてしまうかもしれませ
ん。しかし、監督職員の気の緩みは、受注者である施工業者にも必ず伝
播します。
　また、監督職員が現場でケガをしてしまったら、受注者の現場代理人
も安全管理上の責任が問われ、現場にも迷惑をかけることになりかねま
せん。頭髪や衣服の関係で、すぐに身だしなみを整えにくい場合もある
かもしれませんが、しっかりと事前に準備しておきましょう。
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労働災害防止については、労働安全衛生法及び関係政省令に定めら
れています。建設工事請負契約約款や職員被服貸与規則等とともに
理解を深めておくようにしましょう。

O N E P O I N T  A DV I C E  !

体調管理も忘れずに

　安全第一には、身だしなみを整えるだけでなく体調管理も重要です。
例えば、前日に深酒をして現場まで運転して行けば、飲酒運転で現行犯
逮捕されるかもしれません。夜ふかしをして寝不足であれば、居眠り運
転で事故を起こしたり、熱中症になって倒れたりするかもしれません。
　そのようなことがないように、監督職員としての日頃の体調管理も
しっかりと行っておきましょう。

現場に行く前にチェックしよう
必要に応じて
保護メガネ

必要に応じて
防塵マスク

必要に応じて
耳栓

破損のないヘルメット
（必要に応じて
ヘッドライト）

海上工事では救命具
（ライフジャケットなど）

高所（2m以上）では
墜落制止用器具
（安全帯）

安全靴
（足や指を守る）

長袖作業着
（腕を守る）

あごひもは
しっかり結ぶ

軍手や革手
（手を守る）

労働安全衛生規則の
「第2編 安全基準」を
読んでみましょう。
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07   
多くの現場に同行し、
「技術・信頼」を養う

成長の糧を一石二鳥でつかむ、ちょっとした秘訣

「同行していいですか？」が重要

　技術系公務員は、自分が担当している現場で立会や検査を行います。
そして、経験を積むにつれて、より難易度の高い現場を任せられるよう
になります。困難案件を担うまでに、日々の業務の中で少しでも多くの
技術を学ぶためには、どんな心構えが重要になるのでしょうか。
　ぜひ心がけたいのは、他の人が担当している現場にも興味を持つこと。
できるだけ「一緒に同行していいですか？」と頼んで、さまざまな現場に
足を運びながら、技術を学ぶのです。

小さな手伝いが大きな信頼につながる

　他の人が担当している現場に同行するメリットは３つあります。
　１つ目は、他の現場を見ることで、自分が担当する現場では経験でき
ない技術を学べる点です。わからないことは、その場で質問しましょう。
　２つ目は、自分の技術を教えることができる点です。あなたの経験を
同僚にシェアするのです。「え、そんなこと？」と思うようなことでも、
相手にとっては必要な助言であることも少なくありません。
　３つ目は、信頼を得られる点です。例えば、測量をちょっと手伝うだ
けでも、相手にとってはありがたいもの。労力以上の信頼と感謝を得ら
れるでしょう。
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職場で大きな信頼を得ると、逆に「一緒に同行してほしい」とお願い
されることもあります。その際には、技術や信頼を職場に還元して
いきましょう。

O N E P O I N T  A DV I C E  !

困ったときは助け合うことが大切

　皆さんは、現場でわからないことや困ったことがあったとき、どうす
るでしょうか。身近な先輩や同僚に聞くことになると思いますが、その
際にはきっと丁寧に教えてもらえることでしょう。なぜなら、先輩や同
僚も同じ道を歩んできているからです。
　皆さんが後輩に教える立場になる日も、あっという間に訪れます。そ
れまでに少しでも多くの技術を身につけることを心がけましょう。

小さな手伝いの一例（測量）

助かる
なぁ

もうちょい
右、OK！

見えますか？

自分にとっては些細なことが、相手からの信頼につながることもあります。
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02
ウマ・トラ・ネコを
「知ったかぶり」しない

聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥

すぐに聞く、何でも聞く

　「ここの工事中の道路は危険だな。すぐにウマを設置しておいてくれ」
「この隅切部の官民境界を小学生が出入りしたら困る。コーンとトラ棒
で立入禁止の養生をするように」「冠水箇所に土のうを持っていく。倉
庫からネコを出しておいてほしい」―。
　そんな指示を受けた際、ベテランの技術系公務員は、次頁の写真のと
おり対応を図ります。しかし、経験が少ないと、聞き慣れない専門用語
を理解し、適切に対応することはできません。わからないことは、躊躇
せずに質問・確認しましょう。「知ったかぶり」は禁物です。

専門用語をしっかりと教えてもらおう

　ウマは、工事現場に置く４本足の台です。その他、４本足の作業台や
作業足場のことを指す場合もあり、その使い道もさまざまです。
　トラは、建設現場でよく見る黄色と黒のシマ模様を指します。トラ模
様のロープは、「トラロープ」と呼ばれています。目で確認しやすい配色
である黄色と黒は、注意を喚起する場面でよく使われます。
　ネコは、土砂等を運ぶ一輪車のことです。車輪が１つの手押し車のこ
とを一輪車といいますが、別名でネコまたはネコ車と呼ばれています。
砂利などの建築資材を運んだり、土のうを運んだりする際に便利です。
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専門用語で、直角のことを「矩（カネ）」といいます。現場で「カネで
頼む」といわれたら「直角で頼む」ということで「お金で頼む」ではあ
りません。わからないことは何でも聞きましょう。

O N E P O I N T  A DV I C E  !

数字のみの用語、法律に基づく用語も覚えよう

　さらに、数字のみの用語や法律に基づく用語もあります。
　「この道路は、4・7・15（よんななじゅうご）です」の意味は、道路の
断面が上から順に、表層4cm、上層路盤7cm、下層路盤15cmになっ
ているということです。このほかにも、「53条許可」「76条許可」「14条
地図」「２項道路」などは、法律に基づく用語です。これらの用語は、根
拠となる法律条文を確認して、しっかりと覚えておきましょう。

現場に行く前に知っておきたい専門用語の一例

4・7・15：表層 4cm、上層路盤 7cm、下層路盤 15cmの道路断面の通称
53条許可： 都市計画施設内に建築物を建築するための都市計画法 53条によ

る許可
76条許可： 土地区画整理事業施行区域内に建築物を建築するための土地区

画整理法 76条による許可
14条地図： 土地の面積や距離等の正確性が高い不動産登記法 14条１項によ

る地図
2項道路： 幅員 4m未満でも道路として扱う建築基準法 42条 2項による道

路

ウマ トラ ネコ
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